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はじまりは…

宇野コミュニティハウスを小学
校の敷地内に建設することにつ
いて賛否両論で長い議論があり
ました。

（大阪の池田小学校の事件が
あった頃で、不審者問題などで
意見はわれていましたが、学校
を「開いていきたい」という当時の
校長先生の提案があり…）

宇野小学校体育館の１階に
つくられたコミュニティーハ
ウス（平成26年３月竣工）

地域
小学校の敷地内にできる
「コミュニティハウス」を
学校、児童のために有効活用
したい！

小学校

宿題をしてこない児童に

宿題をする習慣を身につ
けさせたい。

地域で運営する宿題教室へ

宿題をしてこない子どもたち
背景は様々…

ゲーム、携帯・スマホ、帰宅時に家族がいない家庭事情等々…

地域と学校の話し合いの中から生まれた

課

題
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実施計画を地域と学校でつめていった

●対象児童の募集をどうするか？

・宿題をすることを習慣にするには
２年生がよいのでは。
・宿題をしてこない子だけを集めないこ
と。

●実施日時・回数はどうするか？

・下校時の児童の安全を考慮して、
高学年と一緒に下校できる時間
にする。
・火・水・金曜日の週３回に。

●実施団体は？
ボランティアの募集は？

・コミュニティハウスの運営をする
コミュニティ協議会が実施する。
・ボランティアは町内会を通じて、
地域全体に呼びかける。
また、地域にある就実大学の学
生ボランティアに協力をお願い
する。

スタート時点で決まったこと

★参加児童 ： ３５人
★実施時間 ： １５時１０分頃から１５時５０分
★ボランティア ： 地域から１５人、就実大学学生８人に。学校からも教員数名が参加。
★最後の５分はご褒美タイムとする。
（子どもたちが楽しく来られるようにするために手遊びやみんなでゲームをする時間）

★宿題の早く終わった児童は別途準備しているドリル帳で勉強する。
★ボランティアは子どもたちが宿題をするのを見守り、答えがわからない子どもにはヒン
トをあたえる。
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ある日の宿題教室

ボランティアの人たちが集まりコミュニティハウス
の会議室を教室に並び替えて準備をします。

１４時半頃

１５時過ぎ

なぜか子どもたちは駆け足でコ
ミュニティハウスにやってくる

入り口でボランティアの人たちが
「おかえり」と出迎えます。

おかえり！！

ただいま～！

子どもたちは、「出席簿」に好きなシー
ルを選んではります。

どのシールを貼ろうか、悩んでいる子
どもたちも。
これも子どもたちの小さな楽しみ

部屋に入った子どもたちは、自分の指
定席に。

宿題と筆記用具を取り出して静かに
宿題をはじめます。
⇒いえいえ、にぎやかに宿題をはじめ
ます。

授業でちびてしまった鉛筆はボラン
ティアさんが削ってくれます。

ボランティアの人たちは、
子どもたちの間を巡回し、
宿題をするのを見守りま
す。答えのわからない子
どもにはヒントをあたえま
す。

前の白板に
は、残り時
間を示すタ
イマーをはっ
ています。

宿題教室の
「おやくそ
く」も貼り出
しています。

１５時４５分 ５分間のご褒美タイムのはじまりです。

今日は主任児童委員さんが手遊びとみんなでつながる
ゲームをしてくれました。

学生ボランティアさんのトランプマジックなども子どもたちの
人気です。

１５時５０分 ボランティア先生に、大きな声で「ありがとうございました！」と
あいさつをして、来たときと同じように、すばやく部屋を飛び出し
ていく子どもたち。

その後、ボランティアさんたちは部屋をもとどおり会議室に戻し
て終了です。
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26年度の実施結果

●２６年度は５９日開催。
●途中でやめる児童は一人もいなかった。

●全く宿題をしなかった子どもが宿題をし
て両親に褒められ、教員にもほめられ自
信をつけた。

●宿題教室の翌日しか宿題を提出できな
かった子どもが、家で宿題ができるように
なった。

●ボランティアとの関係が良好で、子ども
たちも楽しそうに宿題教室に参加した。

●２６年度の最後のお別れ会

いつものようににぎやかになると思ったら、
子どもたちがみんなボランティア先生をみ
つめて、話をきいてくれた。とびきりの「あ
りがとうございました！」に涙が出そうに
なった。

まとめと課題（大切だなと思うこと）
●「宿題教室」の直接の目的は、宿題を仕上げること。それを地域で取り組むことで、

子どもと、お年寄りやボランティアとのふれあいが生まれ、

子どもと地域社会、子どもと地域の大人が出会い、つながる場になっている。

●週に１回１時間のボランティアだから無理なく続けられる。

（中心のコミュニティー協議会の会長・事務局長は毎回でていますが。）

●要となるリーダーの存在。学校との連携においてもボランティアの募集に関しても取組の柱

となるリーダーの存在が大きい。

●町内会を通じて、地域全体にボランティアを呼び掛けたことで、役員では

ない、地域住民のボランティアが掘り起こせたこと。

●地域にある大学との連携ができたこと。

●学校との役割分担と連携がカギ。

児童の募集は学校の役割り、宿題教室の運営は地域。

日常的なつながりと話し合い、情報共有が大切。

学校にとってのパートナーになれているかな。

●宿題をしているところを見守り、子どもたちが困っていたり、「教えて！」と言われた

ら少しだけ手助けをすること。

●ボランティアは、今までつながりのなかった子どもたちと、顔のみえるふれあいが

できて喜んでいます。最高齢は８４歳。とても元気に参加されています。

若いボランティアの確保も課題ではありますが。
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「宿題」は学校や家庭の問題と考
えたら、宿題教室は生まれなかった。

親が、宿題や勉強を見てあげられない様々な
家庭の事情について、少しだけ理解をする。

「家に帰った時に『おかえり』と言ってくれる人
がいない子どもがいる。だからここで『おかえり』
と言ってあげたい」

「宿題をみてくれる人がいなくて、宿題ができ
ずに学校にいくのがつらくなる子どもがいる。な
らば一緒に宿題をしようと言ってあげたい」

「家庭の事情」そのものを解決してあげること
はできなくても、理解をすることはできる。

そして、どんな「事情」があっても、地域の子ど
もたちを地域で少しだけ支えてあげることはで
きると考えた。

子どもがよくなれば地域がよくなる。地域がよ
くなれば子どももよくなる。子どもの課題は地域
の課題だから。

そして、子どもの体のことや、「ご飯を食べら
れていない子どもの」のことなど、いろいろな課
題もまた少しづつみえはじめています。


